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１．平成24年２月期第１四半期の連結業績（平成23年３月１日～平成23年５月31日） 

  

  
２．配当の状況 

  

３．平成24年２月期の連結業績予想（平成23年３月１日～平成24年２月29日） 

  

      平成23年７月７日

上場会社名 株式会社 ピックルスコーポレーション  上場取引所  大

コード番号  2925  ＵＲＬ http://www.pickles.co.jp 

代表者    （役職名）代表取締役社長 （氏名）  荻野 芳朗 

問合せ先責任者（役職名）取締役経理部長兼財務部長 （氏名）  三品 徹 ＴＥＬ04-2998-7771 

四半期報告書提出予定日  平成23年７月14日 配当支払開始予定日 ―   

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無  

四半期決算説明会開催の有無    ： 無    

(1）連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年２月期第１四半期  5,128 △4.1 413 ― 445 ―  254 ― 

23年２月期第１四半期  5,347 13.9 11 △92.2 35  △78.2  14 △83.5

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 
  

  円 銭 円 銭

24年２月期第１四半期  39 85          ―

23年２月期第１四半期  2 25          ―

(2）連結財政状態  

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭

24年２月期第１四半期  12,871  5,929  46.1  927 22

23年２月期  12,420  5,746  46.3  898 52

（参考）自己資本 24年２月期第１四半期 5,929百万円 23年２月期 5,745百万円 

  年間配当金

  第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

23年２月期       ― 0 00      ― 10 00  10  00

24年２月期       ―         

24年２月期（予想）   0 00         ― 10 00  10  00

（注）当四半期における配当予想の修正有無  ： 無  

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計）  10,825  △2.1 359 43.4 398 37.0  225  64.7 35 20

通期  20,931  0.5 713 23.5 752 20.6  428  17.3 67 05

（注）当四半期における業績予想の修正有無  ： 無  



４．その他（詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に

係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4）発行済株式数（普通株式） 

  

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）2ページ「業績

予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

  

(1）当四半期中における重要な子会社の異動  ： 無  

新規 －社 （社名） 除外 －社 （社名） 

(2）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有  

① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有  

② ①以外の変更        ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年２月期１Ｑ 6,398,000株 23年２月期 6,398,000株

② 期末自己株式数 24年２月期１Ｑ 3,226株 23年２月期 3,226株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年２月期１Ｑ 6,394,774株 23年２月期１Ｑ 6,394,774株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて451百万円増加し、12,871百万円 

となりました。これは主に現金及び預金と受取手形及び売掛金の増加によるものであります。 

 負債については、前連結会計年度末に比べて267百万円増加し、6,942百万円となりました。これは主に 

支払手形及び買掛金の増加によるものであります。 

 純資産は前連結会計年度末に比べて183百万円増加し、5,929百万円となりました。 

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成24年２月期の業績予想につきましては、平成23年４月15日に公表いたしました業績予想に変更はご 

ざいません。 

  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円高や雇用環境及び個人消費の回復の遅れに加え、平成23年

３月11日に発生した東日本大震災の影響により、非常に厳しい環境となりました。 

食品業界におきましては、生活防衛意識の高まりによる低価格化や「食の安全・安心」への対応が求められるな

か、原材料高騰や電力不足による節電対策など様々な外部環境への対応が求められております。 

このような状況のもと、当社グループは、全国の製造・販売拠点を活用した営業活動、ラジオＣＭなどの広告宣

伝活動及び売場提案などの販売促進活動を積極的に実施し、既存得意先への拡販や新規取引先の開拓を行いまし

た。 

 製品開発面では、「キャベツの甘酢漬」や北海道ブランドを活用した「なまらうまいキムチ」のリニューアル、

原料や製法にこだわった福神漬「匠づくり」及び量販店の惣菜売場向けの惣菜製品などの開発を行い、販売をいた

しました。また、山芳製菓㈱と共同で「ご飯がススムキムチ味ポテトチップス」の開発を行いました。 

 東日本大震災による影響につきましては、生産設備等については宮城ファクトリーなどにおいて若干の損壊があ

りました。商品製造面では、宮城ファクトリー及び福島工場は震災直後の停電により短期間生産を停止いたしまし

たが、すぐに生産を再開することができました。支援活動については、震災により親を亡くした子どもたちなどを

支援するあしなが育英会への寄付などを実施いたしました。 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高については、「ご飯がススムキムチ」などのキムチや

浅漬、惣菜などの製品売上高は好調に推移いたしましたが、外食産業向け青果物売上減少の影響により商品売上高

が減少し、5,128百万円(前年同四半期比4.1％減)となりました。 

利益につきましては、前第１四半期連結累計期間は春先の天候不順による原料野菜の仕入価格高騰がありました

が、当第１四半期連結累計期間は価格が安定したことや、関西地区新工場稼働から１年が経過し同工場の製造効率

が改善したことなどにより、営業利益413百万円(前年同四半期は11百万円)、経常利益445百万円(前年同四半期は

35百万円)、四半期純利益は254百万円(前年同四半期は14百万円)となりました。 
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

・簡便な会計処理 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない 

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

② たな卸資産の評価方法 

 たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積 

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する 

方法によっております。 

  

・四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

① 税金費用の計算 

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前 

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・会計処理基準に関する事項の変更 

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を

適用しております。 

 これにより経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

 

②「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平 

成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21 

号 平成20年３月31日）を適用しております。 

 これによる営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,322,047 1,162,263

受取手形及び売掛金 2,108,480 1,794,002

商品及び製品 120,883 94,956

仕掛品 30,401 30,482

原材料及び貯蔵品 161,200 138,994

繰延税金資産 52,339 54,038

その他 70,797 83,763

貸倒引当金 △1,793 △2,569

流動資産合計 3,864,357 3,355,933

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,490,167 5,489,066

減価償却累計額 △3,713,377 △3,667,787

建物及び構築物（純額） 1,776,789 1,821,279

機械装置及び運搬具 2,497,252 2,481,637

減価償却累計額 △1,958,973 △1,923,438

機械装置及び運搬具（純額） 538,279 558,198

土地 5,897,684 5,897,684

リース資産 53,111 53,111

減価償却累計額 △9,551 △7,348

リース資産（純額） 43,560 45,762

建設仮勘定 21,212 －

その他 132,424 132,135

減価償却累計額 △114,840 △113,470

その他（純額） 17,583 18,665

有形固定資産合計 8,295,109 8,341,590

無形固定資産 47,889 45,798

投資その他の資産   

投資有価証券 301,284 307,605

繰延税金資産 273,450 279,468

その他 292,499 293,126

貸倒引当金 △202,851 △202,856

投資その他の資産合計 664,382 677,343

固定資産合計 9,007,381 9,064,733

資産合計 12,871,738 12,420,666
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成23年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,867,247 1,559,194

短期借入金 850,000 850,000

1年内返済予定の長期借入金 817,314 921,958

リース債務 14,745 13,717

未払法人税等 182,609 179,026

賞与引当金 35,658 87,835

役員賞与引当金 － 32,500

その他 628,073 520,267

流動負債合計 4,395,648 4,164,498

固定負債   

長期借入金 1,671,642 1,634,571

リース債務 56,528 56,101

繰延税金負債 1,439 1,800

退職給付引当金 230,753 224,876

役員退職慰労引当金 110,689 108,718

負ののれん 456,441 465,639

その他 18,950 18,369

固定負債合計 2,546,444 2,510,076

負債合計 6,942,092 6,674,575

純資産の部   

株主資本   

資本金 740,900 740,900

資本剰余金 669,100 669,100

利益剰余金 4,532,307 4,341,428

自己株式 △1,334 △1,334

株主資本合計 5,940,972 5,750,093

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △11,593 △4,232

評価・換算差額等合計 △11,593 △4,232

少数株主持分 267 230

純資産合計 5,929,645 5,746,091

負債純資産合計 12,871,738 12,420,666
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年５月31日) 

売上高 5,347,182 5,128,177

売上原価 4,280,691 3,711,179

売上総利益 1,066,491 1,416,998

販売費及び一般管理費 1,055,453 1,003,187

営業利益 11,037 413,810

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 290 308

負ののれん償却額 9,385 9,385

持分法による投資利益 － 6,599

受取賃貸料 4,287 4,287

容器リサイクル費用返戻金 13,297 11,705

その他 7,957 8,405

営業外収益合計 35,217 40,690

営業外費用   

支払利息 8,609 8,915

持分法による投資損失 1,734 －

営業外費用合計 10,343 8,915

経常利益 35,912 445,585

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 780

補助金収入 2,065 4,592

特別利益合計 2,065 5,373

特別損失   

固定資産除却損 8,349 －

固定資産処分損 － 18

特別損失合計 8,349 18

税金等調整前四半期純利益 29,627 450,940

法人税等 16,306 196,076

少数株主損益調整前四半期純利益 － 254,863

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1,074 36

四半期純利益 14,394 254,827
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該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年５月31日） 

  当社グループは同一セグメントに属する漬物製品等の製造、加工、販売を行っており、当該事業以外に事業の種

類がないため該当事項はありません。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年５月31日） 

  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

〔海外売上高〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成22年３月１日 至 平成22年５月31日） 

 海外売上高がないため該当事項はありません。  

  

〔セグメント情報〕 

当第１四半期連結累計期間（自 平成23年３月１日 至 平成23年５月31日） 

  当社グループは、漬物製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

  

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21 

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成 

20年３月21日）を適用しております。 

  

  

該当事項はありません。  

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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